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主人公George Willardが全く登場しない短編がWinesburg, Ohioの中には
４編あるが、その中の１編"Godliness"は、例えば"Hands"のような作品と比
較した場合、幾つかの書誌に掲載されているそれに関する研究や批評の数
は格段に少ない（古平、Rogers、White）。しかも初期の論文の中でこの作
品に高い評価を与えている研究者はほぼ皆無である。"Godliness"は時代背
景が主要な短編よりも過去に設定され、４部構成で他よりも長いという点
で、作品の形式上一つだけ浮いている異質な印象を否めないからだと思わ
れる。ちなみにHoweはWinesburg, Ohio全体のパターンに合致しない例と
して"The Untold Lie"と"Godliness"の２編を挙げ、前者については「美しい
ストーリー」（"a beautiful story"）と短いながら一定の評価をしているものの、
後者を「失敗」（"a failure"）であると一蹴して批評の対象にはしていない
（Howe 106）。２編ともGeorge Willardと地理的・時代的関連性が薄いため
だと思われる。またBurbankは、"Godliness"をWinesburg, Ohioに組み込む
ことによって、社会的テーマに歴史的観点を与えようとする作者の努力が、
却って物語の統一性をやや損なわせている点を指摘している（Burbank 75）。
"Godliness"は1960年代半ばまでWinesburg, Ohio全体やそれを構成する他
の短編を批評する時にごく僅かに言及されるケースが多かったが、その後
"Godliness"が論文の中心的テーマとして論じられるなど、積極的にその作
品を評価する研究論文が増えてきた。例えば1967年の論文の中でLaughlin
はスタイル、象徴、登場人物によって、"Godliness"がWinesburg, Ohioのグ
ロテスクな人々と密接な繫がりがあると述べ、Jesse Bentleyの生き方がプ
ロテスタントの入植者たちの倫理観や経験を反映し、彼の考え方がイギリ
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ス植民地時代のアメリカ人の個人主義的倫理観に由来するものだと分析し
ている（Laughlin 97, 99-100）。またMellardは 1968年の論文でWinesburg,
Ohioの物語形式を、「⑴中心となる象徴に焦点を当てる、⑵登場人物の類
型を描く、⑶特性や状態や「真実」を詳述する、⑷単純なプロットの展開
を描写する」という４つに類別し、"Godliness"をこのうちの３番目に分類
している（Mellard 1304）。この論文はWinesburg, Ohio全般を論じたものだ
が、"Godliness"の言及にスペースを割いている。一方、O'Neillは1977年の
論文の中で、前述した Laughlinの見解に基づいて議論を展開し、
"Godliness"はWinesburg, Ohioを統合する重要な作品であり、David Bentley
と George Willardとの共通点など、Winesburg, Ohioの重要な要素が
"Godliness" に集約されていると述べている（O'Neill 68）。また、Deweyは
1989年の論文の中で、Laughlinなどと同じように、"Godliness"と
Winesburg, Ohio全体との関係を分析し、特にJesse、Louise、Davidの生き
方や考え方がGeorge Willardと繫がっている点を指摘している（Dewey
257-58）。最後にConnerはWinesburg, Ohio全体を扱った2001年の論文の中
で、作品を支配する「父親と息子の闘争」（"the father-son struggle"）の観点
から"Godliness"の分析を試みている（Conner 210）。細かく目を通してみる
と微妙な相違点はあるものの、これら４人の研究者の論点は"Godliness"の
積極的評価と、"Godliness"とWinesburg, Ohio全体との密接な関係という点
では一致している。しかしWinesburg, Ohioとの関連性以外にも、作品には
現代にも繫がる要素が含まれている点で、他にも重要性を持っているよう
に思われる。分厚い絵具の層で隅々まで埋め尽くされた油彩画のような
William Faulknerの小説と比較すると、Sherwood Andersonの作品はあたか
も素朴な水彩画のようで、それにより読者には作品の背景にあるものを推
察したり、歴史的背景を想起したりしながら読む必要性が生じる。本稿で
は前述した先行研究の成果を踏まえながら、作品の歴史的背景である宗教、
－ 2 －
小島　良一
産業主義、それに伴う都市化が、Jesse、Louise、Davidの関係性にどのよう
な影響を与えているのか、そしてそれがWinesburg, Ohio全体とどのように
繫がっているのかについて、歴史的な観点も考慮して考察する。
"Godliness"は第一部と第二部が主にJesse、第三部がLouise、第四部が
Davidという４章で構成されている。このストーリーの始まりはJesse
Bentleyである。Bentley家はこの地域がまだ未開だった時期に先祖がNew
Yorkから移住してきて、Jesseがこの家の当主になるまでに数世代続いた家
柄である。WhiteがAn Explorationに掲載した時代背景を見ると、最も早い
時期が"Mother"の1894年７月で、Bentley家が数世代続いた家柄ということ
は、この地域がOhio州としてアメリカ合衆国の 17番目の州に昇格した
1803年以前から一家がここに住んでいたということになる（White 54）。
Jesseの時代は南北戦争が終わってから既に 20年経過していた頃で、開拓
者の生活から抜け出そうとしていたという記述から判断すると、時代設定
は1885年以降ということになる。しかも既に穀物脱穀用の機械を使用し、
農地の大部分が入念に敷設した下水溝で排水できるようになっていた事実
は、この地域にも産業主義の波が押し寄せていたことを意味している。1 正
に有賀が言う「農業の資本主義化」、「農業社会の工業社会的なものへの性
格変化」がこの地域でも既に起こっていたのである（有賀 44）。
Jesseの父親と彼の兄弟たちが土地の所有権を取得した頃、彼らは昔から
の伝統にしがみついて、駆り立てられる動物のように働いていたが、
"Jesse then owned machinery for harvesting grain."という箇所が示す通り、機
械を導入したJesseの進取の気性と合理的側面を窺わせる（41）。Brunerに
よると、1861年に勃発した南北戦争の際に、食糧の増産の必要性と従軍し
た若者に代わる労働力を軽減する農業用機械の需要が高まったらしい。
1861年の時点ではおよそ100,000台の刈り取り機が既に農場に導入されて
いたが、４年に及ぶ南北戦争時には約225,000台に達するほど劇的に機械
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の生産台数が増えていたという（Bruner 81）。2
JesseにはEnoch、Edmond、Harry、Willという兄弟がいたが、南北戦争
で全員が戦死してしまったので、彼がBentley家を引き継ぐことになった。
戦死した兄弟たちは屈強で農作業に向いていたが、Jesseは近くの
Winesburgの連中に笑われるほど華奢で女のような体格だった。体力を要
する伝統的な農作業には全く不向きなので、彼はいわゆる「余計者」（"odd
sheep"）だったのだ（43）。兄弟たちが戦死し、母親も亡くなって父親が農
場を売ろうとしていた時、Jesseは長老派教会の牧師になるべく町で勉強を
していた。家に帰ってきた時に若い牧師の卵らしく黒い外套と細めの黒い
ネクタイをしていたので、隣人たちは彼を見て面白がったほどだ。彼は感
受性が強く、繊細で強情な子供のような口をしていた。
Jesseの性格について、Andersonは次のように述べている。
Jesse Bentley was a fanatic.  He was a man born out of his time and place and
for this he suffered and made others suffer.  Never did he succeed in getting
what he wanted out of life and he did not know what he wanted. [...] He was
so in earnest in everything he did and said that no one understood him.  He
made everyone on the farm work as they had never worked before and yet
there was no joy in the work. [...] Like a thousand other strong men who have
come into the world here in America in these later times, Jesse was but half
strong. [...] He could master others but he could not master himself. [...] When
he came home from Cleveland where he had been in school he shut himself
off from all of his people and began to make plans. [...] Other men on the
farms about him worked too hard and were too tired to think, but to think of
the farm and to be everlastingly making plans for its success was a relief to
Jesse.（44-45）
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Andersonがここで使っている"fanatic"とは主に"Of persons, their actions,
attributes, etc.: Characterized, influenced, or prompted by excessive and mistaken
enthusiasm, esp. in religious matters."のことと思われるが、最も顕著な例とし
て後述する孫のDavidに対する異常行動として表出する気質である（OED
2nd ed.）。前述したように彼は長老派教会の牧師になるべく勉強をしていた
が、兄たちが戦死したためにWinesburgに呼び戻されて、農場を引き継ぐ
ことになった。彼が生まれた時代と場所によって悩んだのは、当初予期し
ない労働をすることになったことへの戸惑いと、急な職業の転換を余儀な
くされたせいで、当面の目標を見失ったせいだと思われる。しかも人生で
一度も望んだものを得た経験がないことが気持ちの上で負担になっていた
と考えられる。しかし父親が彼に農場を譲って引っ込んでしまうと、周囲
の誰もが引っ込んでしまった。彼は言葉で鼓舞して使用人を働かせる術を
知っていたが、当時アメリカに現れた多くの強者と同じように中途半端な
強者でしかないと作者は言っている。彼の言葉は誰にも理解されず、彼の
孤立を際立たせている。これは後の彼の挫折を示唆している。上の引用か
らも窺えるように、彼は資本主義社会に於ける会社の経営者と同じように、
合理的に農場を近代化して成功させることにしか興味がなかったのである。
第一章の冒頭には食事に集まってくる家族と従業員の次のような描写が
ある。
The farm house was built of wood, and a board outer-covering over a
framework of logs.  It was in reality not one house but a cluster of houses
joined together in a rather haphazard manner.  Inside, the place was full of
surprises.  One went up steps from the living room into the dining room and
there were always steps to be ascended or descended in passing from one
room to another.  At meal times the place was like a beehive.  At one moment
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all was quiet, the doors began to open, feet clattered on stairs, a murmur of
soft voices arose and people appeared from a dozen obscure corners.（40）
（イタリック体は筆者）
「かなり無計画に何軒かの家を繋いだだけ」の家は住人たちの殺伐とした
精神状態の象徴と思われるし、食事の時に「どこからともなくあちこちの
隅から」低い話し声と共に現れる雰囲気には健康的な人間関係は感じられ
ず、まさに一人一人が孤立しているかのような印象を与える。恐らくJesse
の合理的な冷淡さと関連していると思われる。Jesseには町で知り合って結
婚したKatherineという妻がいたが、彼と娘を残して早いうちに死んでしま
う。家事や搾乳の仕事を手伝い、使用人のベッドメーキングや食事の用意
も一手に引き受けていたが、繊細な彼女には農場の仕事は過酷過ぎ、そん
な彼女に対してJesseは全く心遣いを示さなかった。
次のような時代背景は、自分自身を「新しい種類の人間」（"a new kind of
man"）と考える彼の合理的な資本主義的起業家としてのメンタリティーを
知る上での手がかりを提供してくれる。
A revolution has in fact taken place.  The coming of industrialism, attended
by all the roar and rattle of affairs, the shrill cries of millions of new voices
that have come among us from overseas, the going and coming of trains, the
growth of cities, the building of the interurban car lines that weave in and out
of towns and past farm houses, and now in these later days the coming of the
automobile has worked a tremendous change in the lives and in the habits of
thought of our people of Mid-America. [...] The farmer by the stove is brother
to the men of the cities, and if you listen you will find him glibly and as
senselessly as the best city man of us all.（47-48）（イタリック体は筆者）
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産業主義の到来によって汽車や自動車が都市と周辺の町を短時間で往復で
きるようになり、農民も都市の住人も同じように空疎なことを滑らかな口
調で喋っているだけだと言う。つまり都会の文化に農村部が呑み込まれ、
Jesseもまた富と名声をしきりに求める都会人と同列だということを示唆し
ている。
彼に影響を与えたもう一つ重要な時代背景は宗教である。次のAnderson
による説明は彼の幼少時からの宗教体験を想像させる。
Men labored too hard and were too tired to read.  In them was no desire for
words printed upon paper. [...] They believed in God and in God's power to
control their lives.  In the little Protestant churches they gathered on Sunday
to hear of God and his works.  The churches were the center of the social and
intellectual life of the times.  The figure of God was big in the hearts of men. 
And so, having been born an imaginative child and having within him a
great intellectual eagerness, Jesse Bentley had turned wholeheartedly toward
God.  When the war took his brothers away, he saw the hand of God in that.
When his father became ill and could no longer attend to the running of the
farm, he took that also as a sign from God.（48）（イタリック体は筆者）
この引用が示す通り、彼の合理的思考による前向きな農場経営の基礎にな
っているものは、自分が農場を継承したことが神のお導きによるものと考
える神への異常なほどの執着であり、これが彼の強迫観念とも受け止めら
れる自分の生き方への過信へと繫がっている。Andersonは彼の中には二つ
の勢力が働いており、彼の心が一生の間この二つのための戦場だったと述
べている。それは第一に神の僕
しもべ
になることとその僕のリーダーになること、
第二に従業員の人数を削減し、生産効率を上げる機械製造工場を作り上げ
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ることだった。作品に"The efforts [Jesse] had made to extend his land holdings
had been successful and there were few farms in the valley that did not belong to
him, [....]"とある通り、実際に彼はビジネスマンとしては一定の成功を収め
ている（56）。手っ取り早く金儲けがしたいという強欲さから、彼は娘婿
のJohn Hardyに更なる儲け話を嗾
けしか
けている。
彼には彼の妻が死の直前に産んだLouiseという一人娘がいる。Jesseは息
子を強く望んでいたので、彼女は彼にとっては望まれない子であり、彼か
ら愛情をほとんどかけられなかった。作者は彼女の一側面を形容して、"a
neurotic, one of the race of oversensitive women that in later days industrialism
was to bring in such great numbers into the world"と述べている（64）。「産業主
義が後に大量にこの世に生み出すことになる神経過敏な女性」という記述
は、Jesseの持つ気質が彼女にも確実に受け継がれていることを示唆してい
る。彼女は十分愛情を与えられないまま、Jesseの友人のAlbert Hardyの家
に居候をすることになる。Albert家には一人息子と二人の娘がいた。Louise
は勉強に精を出して教師から好意的な評価を得ていたので、勉強嫌いな二
人の娘から孤立してしまった。しかし彼女は部屋に薪を運んでくるHardy
の息子Johnのことで頭が一杯になった。彼女は彼を誘おうと手紙を彼の部
屋のドアの下に忍ばせ、その後彼と関係を持ち、妊娠したらしいと思い込
んで結婚の手続きをした。彼女は正気を失ったように激情的発作を起こす
ことがあり、塞ぎ込んで何日も部屋に閉じこもったり、怒りっぽくなった
りするなど、不安障害のような症状が現れることがあった。二人はDavid
という子供に恵まれたが、父親が彼女にしたように彼女は全く息子に愛情
をかけなかった。夫が彼女の冷淡さを咎めても、彼女は"It is a man child
and will get what it wants anyway, [....] Had it been a woman child there is nothing
in the world I would not have done for it."と突っぱねてしまう（74）。子供に
対する愛情の欠如も娘に確実に引き継がれてしまった。
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男の子を望んで叶わなかったJesseは、二人の間に出来た孫のDavidを我
が子のように可愛がる。Davidも諍いの絶えない自分の家よりも、祖父の
家にいることを好み、祖父の家で暮らすことを選択する。Davidはもの静
かできちんとした子供だったが、町の人々からは頭が鈍いと思われていた。
母親の陰口を耳にしたり、母親が父親に怒鳴りつけたりしている声を聞く
と、彼は怖がって身を隠した。大声で独り言を言ったり、物悲しい気分に
襲われることもあった。彼もまた母親と同じように心に不安を抱えている
のだ。Davidを引き取って気分を良くしているJesseは、取り憑かれたよう
に神の顕現をしきりに期待したり、自分の精力を神殿の建立や不信心者の
抹殺に使うことが出来ない自分を嘆いたりする。ある日Jesseが孫のDavid
を連れて森に入った時、Jesseが今こそ神のお告げを天から授かり、待って
いれば奇跡が起こるだろうと言い、空き地で大声で祈り始めるとDavidは
恐ろしくなって逃げ出したが、途中で怪我をして連れ戻される。
Jesseは農場の経営が黒字になり、更に農場を増やすと、孫のDavidに対
する態度も徐々に変化してきた。
In the eyes of the old man was the strained serious look that always a little
frightened David.  At such times Jesse Bentley's eyes did not look straight
ahead but wavered and seemed to be looking at nothing.  Something like an
invisible curtain appeared to have come between the man and all the rest of
the world.（76）
彼はもともと他の人々から孤立していたが、農場経営を自己中心的に押し
進めてきた結果、家族とも余計に厚い壁が出来てしまった。ある日Jesseと
Davidが馬車で外出する途中、Jesseは子羊を丸い玉のように結わえ、それ
を馬車に乗せて森に入っていった。目的は次の引用で明らかだ。
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"I have been given these abundant crops and God has also sent me a boy who
is called David," he whispered to himself.  "Perhaps I should have done this
thing long ago."  He was sorry the idea had not come into his mind in the days
before his daughter Louise had been born and thought that surely now, when
he had erected a pile of burning sticks in some lonely place in the woods and
had offered the body of a lamb as a burnt offering, God would appear to him
and give him a message.（77）
Jesse は自分の考えを正当化するための神のお告げを得るために、生け贄を
捧げるつもりだったのだ。Davidは何か変わったことが起きたら、その子
羊と共に逃げ出す覚悟だった。森の奥に入ってから、Jesseは馬車を停めて
枯れ木を集め、火をつける。"I must put the blood of the lamb on the head of
the boy"と言いながら、Jesseがポケットからナイフを取り出してDavidに近
づいてくると、Davidは恐怖の余り子羊を解き放って一目散にその場から
逃げ出す（78）。Davidは携行していた石投げ紐に小石を当てて祖父目がけ
て打つとその石が祖父の頭に命中し、彼はその場に倒れ込んだ。祖父を殺
したと思ったDavidは恐怖に耐えられなくなって逃走し、その後祖父の元
には戻らなかった。Jesseの場合は石が頭に当たっても死を免れたが、
Davidのことを聞かれると、"[...] a messenger from God had taken the boy"と
答え、"It happened because I was too greedy for glory"と反省の弁を口にする
（80）。
Davidはナイフを持って自分に近寄ってくる祖父に恐怖心を抱いたが、
Jesseは子羊を生け贄にしようとしていたのだろうか、それとも孫を生け贄
にしようとしていたのだろうか。この場面は聖書の二つの場面を想起させ
る。一つは「創世記」の中で神がAbrahamを試し、彼に彼の息子Isaacを
「焼き尽くす献げ物」（"a burnt offering"）として捧げるよう命じる場面であ
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る（Gen. 22: 2）。神が命じた場所に息子と共に行き、祭壇を築いて薪を並
べると、息子を縛ってその上に載せる。Abrahamが刃物をとって息子を手
にかけようとすると、神の御使いはAbrahamに向かって"[...] Lay not thine
hand upon the lad, neither do thou any thing unto him: for now I know that thou
fear-est God, seeing thou hast not withheld thy son, thine only son from me."と告
げる（Gen. 22: 12）。その後Abrahamは後ろの茂みにいる雄羊を捕まえて息
子の代わりに神に生け贄として捧げる。聖書の中ではもし神の御使いが制
止しなければ、Abrahamが本当に息子を手にかけることが当然のこととし
て予想される。Abrahamの行為は神の命令によるものであるが、
"Godliness"のJesseの行為は神の救いを極度に求めるあまり、自ら自分に課
したものである。しかも孫には石をぶつけられて気絶すると言った、余り
にもお粗末な結果に終わってしまう。石をぶつけるということから、もう
一つ作者がヒントを得たと思われるのは「サムエル記上」からの場面であ
る。Saulに仕えるDavidはペリシテ軍との戦いで戦士Goliathと戦うことに
なる。
And it came to pass, when the Philistine arose, and came and drew nigh to
meet David, that David hasted, and ran toward the army to meet the Philistine.
And David put his hand in his bag, and took thence a stone, and slang it,
and smote the Philistine in his forehead, that the stone sunk into his forehead;
and he fell upon his face to the earth.（1 Sam. 17: 48-50）
どうみても劣勢の美少年Davidは、油断をした屈強な戦士Goliathを石投げ
紐で石を飛ばして撃ち殺し、自分の剣を持っていなかったので、Goliathの
剣で彼の首を切り落とす。同じDavidでも"Godliness"のDavidは石を飛ばし
て祖父の頭を直撃するが、恐怖の余り一目散にその場から逃げ出してしま
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う。"Godliness"がもしHawthorneの作品に見られるようなアレゴリーを意
図して書かれたものであれば、孫を実際に生け贄にした可能性も捨てきれ
ないかもしれない。しかし、"Godliness"はそういう類いの作品ではない。
Davidを伴って森に入る前に、Jesseが孫に対する思いを語った次のような
場面がある。
"It is time for the boy to begin thinking of going out into the world and the
message will be one concerning him," he decided.  "God will make a pathway
for him.  He will tell me what place David is to take in life and when he shall
set out on his journey.  It is right that the boy should be there.  If I am
fortunate and an angel of God should appear, David will see the beauty and
glory of God made manifest to man.  It will make a true man of God of him
also."（77）
ここから読み取れるのは孫の将来を気遣う祖父の姿であり、彼を生け贄に
する意図は読み取れない。しかもJesseが当初から男の子を望んでいたとい
うことは、自分の血が受け継がれることを望んでいる証拠である。彼が強
く望んでいた神の顕現を孫に見せることが目的だったが、その行動が異常
なほど極端だったために、結果的には滑稽話で終わってしまったのである。
長老派教会の牧師である"The Strength of God"のCurtis Hartmanは、神の降
臨に遭遇したと勘違いをして新たな信仰を深めるが、Jesse Bentleyもまた
節度を超えた神の救いを求めたが故に家族から孤立した挙げ句の果てに、
大切に可愛がっていた孫までを失ってしまう。3
Jesse Bentleyのメンタリティーと彼の一連の行動に、この時代の風潮を
作り出した幾つかの要因が複合的に影響しているのは間違いないと思われ
る。Jesse Bentleyの中で信仰と近代資本主義的合理精神が相矛盾すること
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なく同居していることは、禁欲的プロテスタントの職業倫理と近代資本主
義の合理性には親和性があり、その倫理観が近代資本主義を推進する上で
の原動力になったと主張する、有名なWeberの見解を考えれば決して不思
議なことではない。Weberは近代的企業における資本所有や企業家、或い
は高度な熟練労働者、企業における技術的・商業的に高度な訓練を受けた
従業員は圧倒的にプロテスタント的だと述べている（Weber 35）。16世紀
のドイツでも、プロテスタンティズムに帰依したのは自然環境にも恵まれ
た裕福な都市の人々だったと言う（Weber 36）。宗教改革は教会による支
配形態を変えただけで、カトリックと比較すると特にカルヴィニズム色の
濃厚なプロテスタンティズムは生活への支配力が強かったが、それを当時
興隆しつつあった中産階級市民が受け入れたそうである（Weber 37）。更
にカトリック教徒は手工業に止まろうとする傾向が強い一方で、プロテス
タントの従業員は熟練労働者や経営の幹部の地位に就きたがる上昇志向が
強いと彼は言う（Weber 39）。熟練労働者や企業の幹部になるには高度な
教育を受ける必要があるため、それ相応の資産を持つ家柄でなければ、社
会的に上位の地位に上ることは出来なかったはずだ。
Weberは、プロテスタンティズムと資本主義的企業家精神を併せ持った
人物で徹底した功利主義を押し進めた例として印刷業で成功し政治家でも
あったBenjamin Franklin（1706-90）を例に挙げ、「資本主義の精神」（"The
Spirit of Capitalism"）の章で彼の資質について次のようにコメントしている。
Benjamin Franklin's own character, as it appears in the really unusual
candidness of his autobiography, belies that suspicion.  The circumstance that
he ascribes his recognition of the utility of virtue to a divine revelation which
was intended to lead him in the path of righteousness, shows that something
more than mere garnishing for purely egocentric motives is involved.
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In fact, the summum bonum of this ethic, the earning of more and more
money, combined with the strict avoidance of all spontaneous enjoyment of
life, is above all completely devoid of any eudæmonistic, not to say
hedonistic, admixture.  It is thought of so purely as an end in itself, that from
the point of view of the happiness of, or utility to, the single individual, it
appears entirely transcendental and absolutely irrational.（Weber 52-53）
「功利主義に彩られた」（"[...] coloured with utilitarianism"）とWeberが呼ぶ
Franklinの誠実さは、その外観が同一の効果を生むとすれば、その外観だ
けで十分であり、美徳へのそれ以上の努力は不必要であり、それは無駄な
ものとして排斥されるべきだとFranklinが考えている、とWeberは分析し
ている（Weber 52）。この無駄と思われるものを極力排除しようと言う筋
金入りの功利主義者であるFranklin自身は、Weberによれば、理神論者だ
ったが、人から貨幣を作らなければならない理由を問われると、厳格なカ
ルヴィニストだった父親から教わった「箴言」からの一節 "Seest thou a
man diligent in his business? he shall stand before kings; he shall not stand before
mean men."を引用したと言う（Weber 53, Prov. 22: 29）。Goldmanが
"Puritanism is the death of culture, philosophy, humor, and good fellowship; its
characteristics are dullness, monotony, and gloom." と述べるように、特にカル
ヴィニズムの影響を色濃く残しているピューリタニズムは、公序良俗に反
すると自らが考えるものを徹底的に取り締まるAnthony Comstock（1844-
1915）という思想的に極端な人物を世に送り出したが、その考え方や生活
習慣が近代資本主義を推進する上で重要な役割を果たして来たのもまた事
実である（Goldman 157, 亀井59－87）。
しかしWeberの研究はプロテスタンティズムと近代資本主義の結びつき
が、"Godliness"の Jesse Bentleyに見られる疎外と過度な個人主義を生み出
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した要因であることも示唆している。
Combined with the harsh doctrines of the absolute transcendentality of God
and the corruption of everything pertaining to the flesh, this inner isolation of
the indi-vidual contains [...] the reason for the entirely negative attitude of
Puritanism to all the sensuous and emotional elements in culture and in
religion, because they are of no use toward salvation and promote sentimental
illusions and idolatrous superstitions.  Thus it provides a basis for a
fundamental antagonism to sensuous culture of all kinds.  On the other hand,
it forms one of the roots of the disillusioned and pessimistically inclined
individualism which can even to-day be identified in the national characters
and the institutions of the peoples with a Puritan past, in such a striking
contrast to the quite different spectacles through which the Enlightenment
later looked upon men.（Weber 105）（イタリック体は筆者）
Weberはこの引用のように資本主義と疎外感の関係に少々触れてはいるも
のの、主に資本主義の推進力になった心性の起源を研究対象としているだ
けで、人間の内面にはさほど踏み込んでいない。資本主義が人間の精神や
考え方に与えた影響に比較的早くに注目したのはFrommである。彼は「19
世紀資本主義」（"Nineteenth-Century Capitalism"）の項目において、その第
一の特徴として労働力の搾取を挙げ、続けて利潤の追求が各々の幸福に貢
献するという資本主義の原理が人間行動の指導原理になっている、と指摘
している（Fromm 83-84）。彼は20世紀資本主義の最も重要な要素として、
封建主義的特徴の消滅、産業生産の革命的増加、資本集中の増加や企業と
政府の巨大化、数字や国民を操作する人員の増加、所有の経営からの分離、
労働者階級の経済的・政治的工場等を挙げ、その中でも特に封建的要素の
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消滅が非合理的権威の消滅を誘発したことを指摘している（Fromm 105）。
それによって誰も自然の権利によって搾取されない代わりに、労働力を買
われた人が買った人から命令される。自由であるからこそ命令され、契約
関係を持つことが出来るという（Fromm 105-106）。
資本主義が人間に与える影響の中でFrommが最も重要だと考える概念が
「疎外」（"alienation"）であり、Frommにとっては「現代のパーソナリティ
ーの最も深い次元」（"the deepest level of modern personality"）と考える問題
である（Fromm 107）。資本主義社会が「疎外」を生み出した原因を、機械
化によって人間が部品化され、分業化が進んだせいで個人が抽象的な存在
になっていることに起因すると彼は考えている（Fromm 108-109）。彼は
「疎外」を「自分自身を例外者として経験する経験様式」（"a mode of
experience in which the person expe-riences himself as an alien."）と定義し、こ
の概念が旧約聖書の予言者たちが「偶像崇拝」（"idolatry"）と呼んだもの
に等しく、この意味を考えると「疎外」を理解する上で役に立つと述べて
いる（Fromm 117）。彼の論によると、一神教の予言者が、異教が偶像崇拝
だとして批難しなかったのは、もともと彼らが数種類の神を信じていたか
らで、一神教と多神教の本質的な差異は神の数が違うことではなくて「自
己疎外」（"self-alienation"）にあり、人間はエネルギーや芸術的能力を使っ
て偶像をつくり、それを崇拝する（Fromm 118）。彼の生命力はその「物体」
（"thing"）の中に注ぎ込まれて「偶像」になり、人間から離れて人間を超越
し且つ人間に対立するが、人間はこれを崇拝し、これに服従すると言う。
（Fromm 118）。しかも初期のプロテスタンティズムとカルヴィニズムで要
求された宗教的態度は、人間は心を空しく貧しいと感じるべきであり、神
の恩寵を信じる、換言すれば人間が神に委ねた自分の一部を神が戻してく
れると信じることだと言う（Fromm 119）。"Godliness"の Jesse Bentleyは
Frommの言う「偶像」から自分の行動の正当性へのお墨付きを得ようとし
－ 16 －
小島　良一
ていただけなのだ。それによる彼の「孤立」をFrommは要領よく説明して
くれる。
The person who is given to the exclusive pursuit of his passion for money is
possessed by his striving for it; money is the idol which he worships as the
projection of one isolated power in himself, his greed for it.  In this sense, the
neurotic person is an alienated person.  His actions are not his own; while he
is under the illusion of doing what he wants, he is driven by forces which are
separated from his self, which work behind his back; he is a stranger to
himself, just as his fellow man is a stranger to him.  He experiences the other
and himself not as what they really are, but distorted by the unconscious
forces which operate in them.  The insane person is the absolutely alienated
person; he has completely lost himself as the center of his own experience; he
has lost the sense of self.（Fromm 120）
Jesse Bentleyが農場と設備を拡張する欲求は当然金銭欲や名誉欲と結びつ
いており、彼の金銭欲や名誉欲は彼の内心の孤立した力、つまりそれらの
投影として崇拝する偶像に他ならない。彼もまたFrommがここで述べてい
る「神経症的人間」（"the neurotic person"）であり、また「疎外された人間」
（"an alienated person"）でもある。Jesseは自分が望むことをしていると錯覚
しているが、その背後に潜む自我から離れた力に駆り立てられているだけ
なのだ。妻のKatherineにせよ、娘のLouiseにせよ、孫のDavidにせよ、彼
の周囲の人たちは使用人も含めて、彼にとっては全て他人であり、また彼
自身も他人なのだ。特に羊と共に孫を伴って森へ入ってからの場面は完全
に忘我の状態である。
Frommがここで使っている「神経症的」（"neurotic"）と「正気ではない」
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（"insane"）は、Andersonの定義では「グロテスクな」（"grotesque"）に相当
する。Winesburg, Ohioに登場する人物はGeorge Willard以外、そのほとん
どが他者と適切な相互作用が出来ない人々で、Frommの言う疎外された人、
若しくは自ら人との交流を遮断している人々である。近代資本主義社会の
象徴としてAndersonは機械文明に目を向け、機械と人間の関係について
"The machine has become a wall between man and man.  One of the striking things
about the modern labor world is the loss of a sense of a common interest."と述べ
ている（Perhaps Women 132）。Winesburg, Ohioを統合する根底にあるモチ
ーフは近代資本主義がもたらした人間関係の希薄化であり、その現象の波
及効果がAndersonのこの作品執筆の動機であることは、上の引用が収録さ
れたPerhaps Womenの一連の文章を見れば明らかである。近代資本主義は
それまでの社会形態を一新したが、その中でも特に人間の仕事に取って代
わった様々な機械の発明によって、人間の相互作用の方法までもが一変し
てしまった。"Godliness"以外には産業主義や機械文明を示唆するような箇
所はほとんど見られない。（ちなみに"industrialism"という単語も"Godliness"
以外には現れない。）"Godliness"は「疎外」と「狂気」といったAnderson
の意図するグロテスクな要素を他の短編との共通のモチーフとして提供す
るだけではなく、Winesburg, Ohioに「人と人を隔てる壁」（"a wall between
man and man"）を作り出した歴史的経緯を示唆する機能も果たしている。
Winesburg, Ohioの執筆過程に関してはPhillips等の研究によって明らかに
されている通り、The MassesやThe Seven Artsといった雑誌に掲載された
"Hands"や"Queer"など幾つかの短編と、Winesburg, Ohioのために書き下ろ
した短編を作者が考えたテーマに沿って組み合わせた上で1919年に出版さ
れたものであり、"Godliness"はその中の一編である（Phillips 62-84）。
Winesburg, Ohioの舞台は農村地帯だが、面白いことに登場人物の原型は全
て作者の周囲にいた都市の住人だった事実は、AndersonがChicagoでの作
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品執筆当時を回想して、"The hint for almost every character was taken from
my fellow-lodgers in a large rooming house, many of whom had never lived in a
village."と述べている通りである（ "A Writer's Conception of Realism" 410）。
そしてWaldo Frank宛のAndersonによる 1917年８月 27日付の手紙を
Thurstonが引用して証明している通り、作者は"Godliness"を数世代に渡る
Bentley家の歴史を描く独立した小説として作者が完成させようとしていた
が挫折し、その結果それを書き直してWinesburg, Ohioの一部にしたという
経緯がある（Thurston 126, Jones 15）。4 "Godliness"としてWinesburg, Ohioの
一部になる前は、この作品にはImmaturityというタイトルが付けられ、そ
の後"Godliness"の最初の２つの章に変更されたという（Rideout 269, Sutton
329）。
初期の批評の中で繰り返されたように、Andersonは４章で構成された他
よりも長い"Godliness"をなぜWinesburg, Ohioに組み込んだのだろうか。
"Godliness"の挿入によって作品全体が統一性を欠く結果になったという
Burbankの見解は一面では妥当だと思われるが、内容の点から考えると前
述したLaughlinやO'Neillの見解に軍配が上がるであろう。もしAndersonが
Winesburg, Ohioから"Godliness"を除外していたとすれば、作品は全体的に
George Willardを中心とした比較的分かりやすい直線的なものになっていた
かも知れない。"Godliness"のWinesburg, Ohio内での機能は、Laughlinが指
摘する「Winesburgの起源」（"the origins of Winesburg"）に関する情報を作
品に付与することだと考える（Laughlin 99）。これによってGeorge Willard
や他の登場人物たちの環境が歴史的背景も加わることによって厚みを帯び
るのである。"The Untold Lie"も"Godliness"と同じようにGeorge Willardと彼
を取り巻く登場人物は一切登場しないし、彼との接点らしきものの記述も
全くない。登場するRay PearsonもHal WintersもWinesburgから３マイルほ
ど離れた農場で雇われている作男である。Rayは真面目だが、性格のきつ
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い細君といつも空腹な６人の子供を抱えて、赤貧の暮らしをしている。一
方、Halは女好きで喧嘩っ早い素行のあまり良くない22歳の男である。彼
らはWinesburgの中でも最も貧しい下層階級に属する。一つ一つの短編に
は登場人物それぞれの物語が存在するが、同時に彼らも彼らを取り囲む美
しい田園風景も、Winesburg, Ohio全体に歴史的・地理的な深みを付与し彩
りを添える舞台装置でもある。特に"Godliness"はWinesburg, Ohioに歴史的
な深みを与える上で重要な役割を果たしている。Winesburg, Ohioに
"Godliness"が加わることで、地理的要因と歴史的（時間的）要因が交錯し、
Winesburgで展開される作品世界が立体的なイメージを帯びる。そういう
意味で"Godliness"はWinesburg, Ohioの中で少なからぬ重要性を持っている
のである。
注
1 Jacobsは経済学、歴史学、人類学の分野で一般に流布している、農村経済を基盤にして
都市が成立しているという理論に真っ向から反論し、一般に農村の仕事と考えられて
いるものの起源は、農村ではなく都市だったと指摘し、更に次ように述べている。
In short, I was presuming that each kind of new work, as it appeared in this prehistoric
economy, was added logically and "naturally" to a specific bit of older work.  That is how
innovations are made on our own time.  It is also how work has diversified and expanded
during historical times.
This process is of the essence in understanding cities because cities are places where
adding new work to older work proceeds vigorously.  Indeed, any settlement where this
happens becomes a city.  Because of this process city economies are more complicated and
diverse than the economies of villages, towns and farms, as well as being larger.  This is
why I have also argued that cities are the primary necessity for economic development and
expansion, including rural development.（Jacobs 50）
自給自足社会は別として、農村部も資本主義経済の一部になっている以上、経済の中
心となる都市部に社会生活が左右されるのは当然である。産業の発達の中心は都市で
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あり、Winesburg, Ohioの歴史的背景となっている産業化の波も外部から押し寄せてき
たことは明らかだ。この時期に農村部の人々が新しく流入したものに適応する際に経
験した困難はHayterの研究書にまとめられている。
2農業用機械の近代に最も貢献したのは 1809年に Virginiaに生まれた Cyrus Hall
McCormickである。彼は正式な教育をほとんど受けなかったが、1831年に耕作機の特
許を申請し、1847年に工場をChicagoに移すと、４年間で1,000台の刈り取り機を販売
し、その後1860年までに年間4,000台を生産した（Bruner 86）。つまり南北戦争以前に
人間の労働に取って代わる相当な数の農業用機械が既にアメリカに普及していたとい
うことだ。
3 "The Strength of God"と"Godliness"にはどちらも長老派教会（Presbyterian Church）の名
称が出てくるが、カルヴィニズムの伝統を受け継いでいる最も禁欲的なキリスト教の
残滓としてAndersonが象徴的に使用しただけであろう。
4本文で言及したAndersonの手紙では主人公の名前がJesseではなくJosephになっている
が、これはJoseph F. Gliddenという実在の人物がモデルになっているかららしい。Sykes
はThe Biographical Record of DeKalb Countyの記述を参照したが、それによるとJoseph
GliddenとJesse Bentleyには多くの共通点が見られる。例えば、どちらもNew Yorkから
中西部に移住したこと、農業で生計を立てる前は牧師になるための教育を受けたこと、
妻に先立たれ、娘と共に残されたこと、農場の広さが600エーカーだったこと、そして
何よりもワイヤで柵を作る機械を発明したことなどである（Sykes 79-81）。特にIllinois
州では柵を作る際の樹木が希少で高価なために、安価な柵作り用素材の入手方法が当
時問題だった事実がThe Biographical Record of DeKalb CountyのGliddenの項目に記載さ
れている。またこの記録にはGliddenが"a practical agriculturist"だったという記述もあり、
"Godliness"の Jesse Bentleyとの性格的共通性も見られる（Biographical Record 303）。
SykesはAndersonによるMemoirsの中の記述を手がかりに、GliddenがDeKalbで所有し
ていた幾つかの工場のうち、その一つにAndersonが訪問した可能性があることを示唆
しているが、AndersonがThe Biographical Recordを参考にしたかどうかについてはコメ
ントしていない（Sykes 82）。
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